
館長 大江千佳子 

4月より全面的に対面授業が開始さ

れ、学内には様々な音楽があふれ、洗

足らしいキャンパスの活気が戻ってき

ました。このまま良い方向に向かうこ

とを願うばかりです。  
 

今年度の図書館のニュースです。 

●SDGsコーナーを設置しました。 

（2階閲覧室付近） 

 「SDGsを考える」というテーマで、

入門書や目標4「質の高い教育をみん

なにQUALITY EDUCATION」関連の書籍

を集めました。「SDGsと言っても何か

自分にできるのだろう？」そんな時に

ご活用ください。 

 

●デジタルコンテンツ「音楽新潮」 

 戦前に発行されていた音楽評論の雑

誌がPDF化されたものです。当時の日

本の音楽界の様子がわかる貴重な資料

です。館内での閲覧利用となります。

ご利用の際は図書館貸出・返却カウン

ターにお申し付けください。 

●「Henle Library」を開始しました。 

ヘンレ出版の楽譜を利用できるアプ

リ、Henle Libraryを開始しました。楽

譜閲覧だけでなくテキストの閲覧、PDF

ダウンロードや印刷、楽譜への書き込

み、共有も可能です。今回は試験的な

導入で、今年度1年間クラシック系の学

部生、大学院生を対象とし、利用希望

者にモニターとして利用してもらい、

このアプリの活用の可能性を見極めて

いきたいと思います。現在のところタ

ブレットのみ対応となっています。 

 

●「ナクソス・ミュージックライブラ

リ・ジャズ」を開始します。 

 ジャズコース、ロック＆ポップス

コースの学生さんが利用可能となりま

す。勉強の友として思う存分使ってく

ださい！ 

 

実り多い学生生活を送ることができ

るよう、図書館スタッフも全力でサ

ポートしてまいります。どうぞよろし

くお願いいたします。 
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巻頭言               



書 名：『戦争は女の顔をしていない』 

著者名： アレクシエーヴィチ・ 

     スヴェトラーナ    

出版社： 岩波書店 

刊行年： 2016年2月 

定 価： 1,540円（税込） 

ISBN： 9784006032951  

 『戦争は女の顔をしていない』

は、第二次世界大戦の独ソ戦に従軍

した女性たちへのインタビューがま

とめられたノンフィクションで、

2015年にノーベル文学賞を受賞した

作品です。 

 今回、皆さんにこの本を推薦した

いと思った理由は、昨今のコロナ禍

やロシアによるウクライナ侵攻とい

う世界的な非常事態を受けて、「こ

んな時に音楽をやっていていいのだ

ろうか？」と考えている人がいるの

では？と思ったからです。 

 どんな作品が気持ちを奮い立たせ

ることができるだろうかとピック

アップした中で、最終的に選んだの

が、この『戦争は女の顔をしていな

い』です。 

 候補作の中では、一番ヘビーで、

むしろ気持ちがより沈んでしまうか

もと危惧するところもあったのです

が、冒頭の執筆日誌のタイトルに

『人間は戦争よりずっと大きい』と

表されているように、作者の「人間

を描こう」という気概に勇気をもら

えます。 
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 読み進めるうちに、人間のあまりの

愚かさをむしろ笑い飛ばしたくなりま

す。そもそも、「こんな時」ってなん

でしょう。あなたが平和で幸せな時で

も、世界のどこかには苦しんでいる誰

かが必ずいます。いつもどこかの誰か

にとっては「こんな時」です。作者

は、「女たちの戦争にはそれなりの

色、臭いがあり、光があり、気持ちが

入っていた。そこには英雄もなく信じ

がたいような手柄もない、人間を越え

てしまうようなスケールの事に関わっ

ている人々がいるだけ。」と書いてい

ますが、私たち芸術家も、どこかの誰

かの「こんな時」を無視せず、でも自

分の感性を信じて、自身の感じた色や

臭いや光を作品として昇華させるのが

使命ではないでしょうか。 

 ちなみに、この本は漫画になってい

ます。また、ロシア人の監督がウクラ

イナ出身のプロデューサーと共同で映

画化し、今年日本でも公開されます。

彼らも困難の中で、生きた声を作品に

昇華している同業の先輩です。ぜひ皆

さんも、世界に触れて、自分の表現を

模索してください。  

＜私の推薦図書＞ 

【大倉 マヤ  先生（ミュージカルコース、音楽環境創造コース）】 
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＜私の推薦図書＞ 

【板倉 香子  先生（短期大学）】 

書 名：『ぼくはイエローで 

     ホワイトで、ちょっとブルー』 

著者名： ブレイディみかこ    

出版社： 新潮社 

刊行年： 2019年6月 

定 価： 1,485円（税込） 

ISBN： 9784103526810 

「ぼくの手はきれいじゃない」 

 今から20年以上前、保育園で子ど

もたちに手話を教えるお手伝いをし

たときのことです。「きれい」とい

う手話は、手のひらを使って表現し

ます。私が手話で「きれい」と表し

ながら「みんなの手もきれいだよ

ね」と言うと、ひとりの男の子が冒

頭の言葉を発したのです。彼はこう

付け加えました。「だって、ぼくは

みんなと色がちがうから」。その子

は外国にルーツのある子どもで、周

りのお友だちとは肌の色が少し違っ

ていたのです。 

 本書の著者ブレイディみかこさん

は、アイルランド人と結婚して英国

で暮らす日本人ライターで、この本

は中学生の息子さんの日常を描いた

ものです。「イエローでホワイト」

な息子さんが、中学校生活を通し

て、人種差別、貧困、格差、ジェン

ダー、アイデンティティ、セクシュ

アリティなどの多様な社会的課題に

直面し、悩み、考え、成長していき

ます。著者自身が「中学生の日常を

書き綴ることが、こんなに面白くな

るとは考えたこともなかった」と書

いていますが、中学生の目線から見

える社会は、教科書よりも身近で現

実的であり、だからこそ興味を惹か

れます。 

社会は「多様性の尊重」と言いな

がら、「自分とは異なるもの」を差

別し排除しようともします。それは

子どもの社会にも反映され、私が保

育園で出会った男の子のように、小

さな体で「みんなとちがう」ことに

対峙する子どもたちもいます。そん

な子どもたちに、あのときの男の子

に、私たちはどんな言葉をかければ

よいのでしょうか。本書で「自分で

誰かの靴を履いてみること」と表現

された「エンパシー（empathy）：共

感」という言葉が、そのヒントを与

えてくれるのではないかと思いま

す。この本をきっかけに、みなさん

にも考えてみていただけたらと願い

ます。 

なお、本書で紹介されている絵本

『タンタンタンゴはパパふたり』も

おすすめです。ある水族館で、２羽

のオスのペンギンがカップルとな

り、交代で卵をあたためて赤ちゃん

ペンギン「タンゴ」が誕生する実話

です。こちらもぜひ一度、手に取っ

てみていただきたいと思います。 
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    【SDGsコーナーについて】 

   

    図書館2階に書籍の特集コーナーを設置いたしました。 

  テーマは『特集SDGsを考える』SDGs(持続可能な開発目標）の入門書と共に、目標4「質の高い 

  教育をみんなに（QUALITY EDUCATION)」関連の本をピックアップしました。 

  持続可能な開発目標（SDGｓ：Sustainable Development Goals）とは“2030年までに持続可能 

  でよりよい世界を目指す”という国際目標です。国連で採択された17のゴール・169のターゲッ 

  トから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind)」ことを誓ってい 

  ます。 

  音楽分野でも様々なSDGｓの取り組みが行われています。「持続可能な世界を築くためには、何 

  をしたらいいのか」「また、自分はどのように目標達成に貢献できるか」などを考えるための 

  ヒントとして、ぜひご活用ください。 

 

発行： 洗足学園音楽大学附属図書館 

    洗足こども短期大学附属図書館 

発行日：2022年6月30日 


